
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

TSS開始時のコマンド自動実行機能について :
PROFILEプロシジャの使い方

末永, 正
九州大学大型計算機センター研究開発部

https://doi.org/10.15017/1474924

出版情報：九州大学大型計算機センター広報. 15 (1), pp.11-12, 1982-03-10. 九州大学大型計算機セン
ター
バージョン：
権利関係：



TSS開始時のコマンド自動実行機能について

TSS開始時のコマンド自動実行機能について

　　一PROFILEプロシジャの使い方一

末永　　正＊

　九州大学大型計算機センターにおけるOSIV／F4のTSSでは，　TSSセション開設時に自動的に実

行するEXECプロシジャ機能がある．具体的には，　PROFILE・CLISTという名前でコマンドプロ

シジャ用の順データセットを作成しておけば，そのコマンドプロシジャがLOGON時に自動的に実行

するものである．この機能は，それ自身とりたてて言及することではないが，使い方によっては比較

的便利な機能であるので改めていくつかの利用例を紹介する．

　例1）独自のコマンドプロシジャを直接呼出し形式にする．

LIST　　PROFIしE．CしIST
F1234．PR6FIしE．。CLIST
OOO　IO　PROC　O
OOO20　RLLOCnTE　F（SYSPROC）　D∩（C阿DPROC．CL　I　ST　¶QS．CWIDPROC，）　SHR　REUSE
OOO30　EX工T
END　OF　D∩T∩
REnDY

（注意）データセットを連結する場合には，その属性（DSORG，RECFM，LRECL，BLKSIZE）

　　　が同じでなければならない．これらの情報はLISTDSコマンドで表示される．なお，

　　　同様なことはCHAINPコマンドによっても可能であるが，上記の条件を守る限り処理

　　　時間の点で本例の方が優っている．

例2）端末の標準行サイズの変更とセション終了時に課金情報を出力するようにする．この指定は，

　　　バッチジョブ配下［1］では無意味であるばかりでなくエラーとなるので，TSS配下での

　　　み有効となるようにする．

　　　LIST　　PR6FIしE．CしIST
　　　F1234．PROFILE．CLIST
　　　OOO　10　PRec　O
　　　OOO20　1F　＆SYSENV■＆STR（F6RE）　THEN　OO
　　　OOO30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TER岡IN∩L　　LINESIZE（136）

　　　OOO40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CnしLH　　　　　CHnRG　I　NF

　　　OOO50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

　　　OOO60　EXIT
　　　　END　OF　D角Tn
　　　REnDY

例3）端末のコード系をJIS7コード（カナ文字用）に設定する．

　　　LIST　　PR6FILE．CLIST
　　　　F1234．PROFILE．CLIST
　　　OOO　10　PROC　O
　　　OOO20　1F　＆SYSEN）ヨ島STR（FORE）　THEN　DO
　　　OOOく30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TERMIN臼L　　NeTRnN

　　　OOO40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SETCOOE　　　INTERNnLO〈∩N∩）
　　　OOO50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

　　　OOO60　EXIT
　　　　END　OF　DOT∩
　　　RE∩DY
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解　　　説

例4）端末入出力メッセージを自動的にロギングし，作業履歴を蓄積する．

LIST　　PROFILE．CしIST
F1234．PROFILE．CLIST
OOO　10　PROC　O
OOO20　1F　＆SYSEN）ロ＆STR（FORE）　THEN　OO
OOO30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自LしOC　F（SYSTSLOG）　Dn（TSLOG．LIST）　門θO

OOO40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LOG　　　ST∩RT

OOO50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

OOO60　EX　I　T

END　OF　D∩T∩

RE臼DY

例5）セション開設時の記号パスワードだけでなく，疑似乱数による数字パスワードを設定する．

LIST　　PR6FILε．CLIST
F12，34．PR6FILE．CLIST
OOO　10　PR6C　O
OOO20　SET　　島臼ロ＆SUBSTR（4，】』SYSTI門E）

OOO30　SET　　＆B■島SUBSTR（5，＆SYSTIlηE）
OOO40　SET　　＆C・島SUBSTR（7，8rSYSTIHE）
00050　SET　　島D・島SUBSTR（8，＆SYSTIHE）
00060　SET　　＆TI岡E■＆STR（＆n）＆STR（＆B）＆STR（＆C）＆STR（＆D）

OOO60　SET　　島KEYロ8r8＋＆C＋10一島D

OOO70　1F　脇SYSEN）竃＆STR（FORE）　THEN　DO
OOO80　　　　　　　　　　　　　RDPS：ΨR　I　TENR　8rTIME　ENTER　　PnSSΨeRD　NO．　8rSTR（：　）

OOO90　　　　　　　　　　　　　REnD　PnSSΨeRD
OO100　　　　　　　　　　　　　1F　　8rPnSSΨORD一3糾くEY　THEN　LOGOFF
OOIlO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　END

OO120　EXIT
ENO　OF　D偶Tn
REnDY

（注意）本プロシジャは，その使用目的からPERMITコマンド［1］によって他のユーザから

　　　　参照できないようにしておかなければ意味がない．また，作成次第では永久にLOGON

　　　　できなくなる可能性もあるので万全の注意を払う必要がある．
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